
第 26回数学史シンポジウム
標記の研究集会を下記の要領で開催しますので、ご案内申し上げます。

世話人 津田塾大学 数学・計算機科学研究所 三宅克哉
立教大学、津田塾大学 数学・計算機科学研究所 佐藤文広
津田塾大学 数学科 長岡一昭

日程：2015年 10月 10日 (土)、11日（日）
場所：津田塾大学５号館（AVセンター棟）５２０６教室

プログラム

１０月１ 0日 (土)　　　　　

9:00－ 9:40 中根美知代
戦後の日本における数学史の形成と数学者たち

9:45－ 10:25 堀井政信
Cent ans de mathematiques（数学の 100年）

10:35－ 11:15 飯高　茂
オイラー関数の歴史と最近の話題

11:20－ 12:00 田沼晴彦
ホイヘンスによる懸垂線が放物線と異なる証明

1:30－ 2:10 平井　武
対称群の線形表現の性質，スピン表現の性質に関する Schur の２論文について

2:15－ 2:55 松原　望
ベルヌーイ家の数学業績

3:05－ 3:45 植村栄治
彗星に関するガウスの研究について

3:50－ 4:30 浦川　肇
藤原松三郎著「微分積分学」の現代語訳について

4:35－ 4:55 長岡一昭
概完全数に関する決定手続き

5:00－ 5:20 赤堀庸子
デデキントの生涯

（懇親会）



１０月１ 1日（日）

9:00－ 9:40 田中紀子
Paul Le ’vyについて飛田武幸先生から教わったこと ―確率論ことはじめ―

9:45－ 10:25 今野秀二
ワイルと数の幾何

10:35－ 11:15 難波完爾
Fuchs polynomial related to elliptic curves and finite Fourier transformation

11:20－ 12:00 斎藤　憲
エウクレイデス『原論』の用語・語法の分析によって追加部分を判別する試み

1:30－ 2:10 高瀬正仁
「パリの論文」からアーベル関数論へ

2:15－ 2:55 木村　洋
高木貞治再論

3:05－ 3:45 鹿野　健
Cooperation of 20 th Century Mathematicians’ works in Europe and America,

and the another topics.

3:50－ 4:30 鈴木真治
巨大数小史（有限と無限の狭間の揺らぎ）

4:35－ 5:15 増田　茂
Poissonの流体力学と熱理論


